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特派員の目 ニューデリー

　

2
0
2
5
年
10
月
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
主
義
組
織
タ
リ
バ

ン
暫
定
政
権
の
ム
ッ
タ
キ
外
相
が
イ

ン
ド
を
訪
問
し
た
。
21
年
8
月
に
タ

リ
バ
ン
が
ア
フ
ガ
ン
の
実
権
を
握
っ
て
以
降
、
主
要
な
幹
部

が
訪
印
す
る
の
は
初
め
て
。イ
ン
ド
外
相
と
の
会
談
は
友
好
的

な
ム
ー
ド
で
進
み
、両
者
の
接
近
ぶ
り
を
強
く
印
象
づ
け
た
。

　

た
だ
ム
ッ
タ
キ
氏
の
訪
問
で
は
、
会
談
と
は
別
に
注
目
さ

れ
た
出
来
事
が
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
ア
フ
ガ
ン
大
使

館
で
開
か
れ
た
ム
ッ
タ
キ
氏
の
記
者
会
見
に
女
性
記
者
が
招

待
さ
れ
ず
、
大
き
な
波
紋
を
広
げ
た
。

　

会
見
は
タ
リ
バ
ン
側
が
設
定
し
、
開
始
前
に
報
道
陣
と
の

間
で
「
女
性
記
者
の
出
席
も
認
め
る
べ
き
だ
」
と
の
や
り
取

り
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
方
針
が
変
わ
ら
な
い
ま
ま

実
施
さ
れ
、
イ
ン
ド
国
内
で
は
「
差
別
が
持
ち
込
ま
れ
た
」

な
ど
と
憤
慨
す
る
意
見
が
交
流
サ
イ
ト
（
S
N
S
）
に
殺
到
。

ム
ッ
タ
キ
氏
は
2
日
後
、
改
め
て
女
性
を
含
め
た
記
者
会
見

を
開
く
事
態
と
な
っ
た
。

　

ム
ッ
タ
キ
氏
は
当
初
の
会
見
に
つ
い
て
、
開
催
通
知
が
急

だ
っ
た
た
め
、
対
象
の
記
者
が
「
少
数
に
絞
ら
れ
た
」
と
釈

明
。
女
性
が
招
待
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
意
図
的

で
は
な
か
っ
た
」
と
強
調
し
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
出
来
事

は
タ
リ
バ
ン
の
価
値
観
を
象
徴
し
て
い
る
と
し
、
し
ば
ら
く

物
議
を
醸
し
た
。

　

家
父
長
制
が
根
強
い
ア
フ
ガ
ン
で
は
、
タ
リ
バ
ン
が
統
治

し
て
い
な
い
時
期
で
も
女
性
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
問
題
が

あ
っ
た
。
た
だ
、
タ
リ
バ
ン
は
実
権
掌
握
後
、
極
端
な
イ
ス

ラ
ム
法
の
解
釈
で
女
子
教
育
や
女
性
の
就
労
を
厳
し
く
制

限
。
あ
る
幹
部
は
「
ア
フ
ガ
ン
に
は
欧
米
と
は
違
う
独
自
の

価
値
観
が
あ
り
、そ
れ
を
守
る
必
要
が
あ
る
」
と
主
張
す
る
。

　

ア
フ
ガ
ン
の
当
事
者
は
悲
痛
な
思
い
を
口
に
す
る
。
9
月

に
ア
フ
ガ
ン
で
出
会
っ
た
20
代
の
女
性
記
者
は
、
過
去
に
タ

リ
バ
ン
関
係
者
が
出
席
し
た
記
者
会
見
で
女
性
の
権
利
の
変

遷
に
つ
い
て
質
問
。
と
こ
ろ
が
、
会
見
後
に
動
画
の
配
信
を

確
認
す
る
と
、
自
身
の
発
言
部
分
の
み
が
ミ
ュ
ー
ト
に
さ
れ

て
い
た
。
女
性
は
「
一
番
の
衝
撃
的
な
出
来
事
だ
っ
た
」
と

振
り
返
り
、
寂
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
。

　

タ
リ
バ
ン
に
よ
る
抑
圧
的
な
統
治
が
続
く
ア
フ
ガ
ン
で

は
、
公
に
批
判
の
声
を
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。
近
隣
諸
国

と
の
関
係
構
築
に
乗
り
出
す
タ
リ
バ
ン
に
対
し
、
国
際
社
会

が
抱
く
懸
念
を
き
っ
ぱ
り
と
表
現
す
る
大
切
さ
を
改
め
て
痛

感
し
た
。

松本　紫帆

タ
リ
バ
ン
幹
部
が
浴
び
た
批
判


